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　自閉症は、社会的相互交渉やコミュニケーションの質的障害、興味や関心が狭く特定のも
のに固執することを特徴とした中枢神経系の機能障害や機能不全が原因の発達障害です。自
閉症の障害特性は、自閉症のある児童生徒の学校生活や家庭生活、地域生活に様々な困難を
もたらします。そのため、彼らの障害特性に応じた指導・支援を行うこと、つまり、個々の
自閉症のある児童生徒の学習上又は生活上の困難を改善・克服するための自立活動の指導が
重要となります。
　我が国は、平成 26 年に障害者の権利に関する条約に批准し、共生社会の実現のためのイ
ンクルーシブ教育システムの構築に向けた特別支援教育の推進に努めています。この中では、
障害のある児童生徒と障害のない児童生徒が共に学ぶことができるよう、交流及び共同学習
の一層の推進が求められています。特別支援学級に在籍する自閉症のある児童生徒が、通常
の学級で学習する場合、彼らに対して必要な支援や配慮が提供されることが大切です。また、
障害特性により集団での学習場面で困難さを生じやすい自閉症のある児童生徒に対しては、
特別支援学級などにおいて個々の実態に応じた適切な指導（自立活動の指導）が行われるこ
とが不可欠となります。
　自立活動は、特別支援学校に特別に設けられた指導領域ですが、小・中学校学習指導要領
解説（総則編）（文部科学省，2009）には特別支援学級では児童生徒の実態を考慮し、自立
活動の内容を取り入れるなどして実情に合った教育課程を編成する必要があることが明示さ
れています。自閉症のある児童生徒に対して自立活動の指導が適切に行われるためには、特
別支援学級の担当者の自立活動に対する理解とそれを実施するための専門性が求められま
す。
　本研究所では、平成 26 年度より２ヶ年計画で専門研究Ｂ「特別支援学級に在籍する自閉
症のある児童生徒の自立活動の指導に関する研究」に着手しました。本研究では、小・中学
校の自閉症・情緒障害特別支援学級と知的障害特別支援学級の担当者を対象にアンケート調
査を実施し、自閉症のある児童生徒の自立活動の指導の現状と課題を明らかにしました。ま
た、研究協力機関での実践を通して、自閉症のある児童生徒の自立活動の指導の授業を組み
立てるうえでの要点を示しました。これらを踏まえて、本研究では、特別支援学級において、
自閉症のある児童生徒に対して自立活動を時間に位置づけて指導することの意義について考
察しました。
　本報告書が、各校での特別支援学級の自立活動の指導を検討する際の資料として参考とな
れば幸いに存じます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　研究代表者
企画部　主任研究員　柳澤　亜希子
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